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●
貧
困
削
減
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
の

か
？

貧
困
削
減
と
い
う
と
、
援
助
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
の

対
象
と
長
く
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
貧
困
削
減
施

策
を
一
時
的
・
一
過
性
の
も
の
と
し
な
い
た
め
に

も
、
貧
困
削
減
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
よ
う
に
考
え
て
、

コ
ス
ト
を
回
収
し
、
さ
ら
に
再
投
資
に
回
せ
る
だ

け
の
余
剰
を
上
げ
る
よ
う
な
仕
組
み
の
追
求
が
、

様
々
な
方
面
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

貧
困
層
を
対
象
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
意
味
を
考
え
、

イ
ン
ド
で
試
み
ら
れ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
農
村
市
場
拡
大
の
事
例
に
つ

い
て
み
て
い
く
。

●
貧
困
層
を
顧
客
と
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

貧
困
層
を
相
手
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
と
い
う
こ

と
と
、
搾
取
す
る
こ
と
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
、
対
象
を
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
（
顧
客
）
と
し
て
意
識
す
る
か
ど
う
か
に

あ
る
。
搾
取
に
は
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
り
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
姿
勢
は
な
い
。

し
か
し
、
ニ
ー
ズ
と
弱
み
は
似
て
い
る
。
ビ
ジ
ネ

ス
が
搾
取
、
あ
る
い
は
消
費
者
に
と
っ
て
有
害
な

も
の
と
な
る
の
は
、
生
産
者
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

が
不
当
な
利
益
を
価
格
に
織
り
込
ん
で
き
た
時
で

あ
る
。
不
当
な
利
益
の
追
求
阻
止
の
た
め
に
、
先

進
国
で
は
独
占
禁
止
法
や
金
利
規
制
な
ど
が
あ
り
、

こ
う
し
た
法
や
規
制
の
枠
を
超
え
た
価
格
設
定
が
、

公
正
な
ビ
ジ
ネ
ス
か
そ
う
で
な
い
か
の
分
か
れ
目

と
な
る
。

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
の
持
続
を
視
野
に
入
れ

た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
か
ど
う
か
も
、
搾
取

か
ビ
ジ
ネ
ス
か
チ
ャ
リ
テ
ィ
か
の
区
分
に
関
わ
る
。

搾
取
関
係
で
は
、
被
搾
取
者
の
経
済
的
自
立
・
発

展
や
厚
生
は
考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
低
福
祉
・
低

開
発
状
態
で
の
停
滞
が
搾
取
者
の
意
図
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
福
祉
事
業
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
受
益
者
は
対
価
を
支
払
う
こ
と
な
く
財

や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

そ
れ
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
負
担
し
て
い
る
の
は
財

・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
側
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、

政
府
や
社
会
福
祉
団
体
で
、
そ
の
財
源
は
受
益
者

以
外
が
負
担
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
財
・
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
い
つ
中
止
さ
れ
て
も
受
益
者
に
は
市

場
で
解
決
す
る
手
立
て
は
な
い
。

●
貧
困
層
の
直
面
し
て
い
る
割
高
な
市

場一
般
に
、
小
口
顧
客
ほ
ど
割
高
な
価
格
に
直
面

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
銀
行
の
貸
出
金
利
は
大

企
業
向
け
に
は
優
遇
さ
れ
て
、
リ
テ
ー
ル
部
門
で

は
そ
れ
よ
り
は
割
高
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

消
費
者
一
般
と
い
う
枠
に
も
入
れ
な
い
、
低
所
得

層
・
貧
困
層
は
よ
り
一
層
割
高
な
市
場
に
直
面
し

て
い
る
場
面
が
途
上
国
に
は
多
く
あ
る
。
プ
ラ
ハ

ラ
ー
ド
は
、
イ
ン
ド
・
ム
ン
バ
イ
の
高
級
住
宅
地

と
ス
ラ
ム
街
に
お
け
る
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
の

違
い
を
例
に
挙
げ
て
い
る
（
参
考
文
献
④
）。

ス
ラ
ム
街
で
の
利
用
可
能
な
高
利
貸
し
か
ら
の

貸
付
金
利
は
、
年
利
に
直
す
と
六
○
○
％
か
ら
一

○
○
○
％
。
一
方
で
商
業
銀
行
を
利
用
で
き
る
高

級
住
宅
地
の
住
民
が
得
ら
れ
る
貸
付
金
利
は
年
利

一
二
〜
一
八
％
で
あ
る
。
実
に
五
三
倍
の
貧
困
プ

レ
ミ
ア
ム
が
つ
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
、

安
全
な
水
の
値
段
は
三
七
倍
、
下
痢
止
め
の
た
め

の
医
療
費
は
一
○
倍
、
電
話
の
通
話
料
は
一
・
八

倍
、
米
一
キ
ロ
の
値
段
は
一
・
二
倍
と
い
う
よ
う

に
、
生
活
の
様
々
な
場
面
で
貧
困
プ
レ
ミ
ア
ム
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
参
考
文
献
④
、

貧
困
の
市
場
開
拓
学
│
貧
困
層
を
顧
客
と
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
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）。
貧
困
層
を
受
益
者
と
し
た
福
祉
サ
ー
ビ

ス
（
子
供
の
予
防
接
種
や
食
糧
配
給
の
ク
ー
ポ
ン

券
の
配
布
）
な
ど
を
割
り
引
い
て
も
、
割
高
な
財

・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
直
面
し
な
が
ら
生
活
を
や
り

く
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
う
か
が
え
る
。

●
貧
困
層
を
含
む
低
所
得
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
大
き
さ

プ
ラ
ハ
ラ
ー
ド
は
、
著
書
、The M

arket at 

the B
ottom

 of the Pyram
id

の
中
で
、
購
買
力

平
価
で
み
て
一
人
一
日
二
ド
ル
以
下
し
か
使
え
な

い
、
富
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
底
辺
層
は
四
○
億
人
に

上
り
、
そ
う
し
た
低
所
得
者
自
身
と
、
市
民
社
会

団
体
・
政
府
・
巨
大
企
業
の
共
同
作
業
が
あ
れ
ば
、

こ
の
階
層
の
市
場
は
世
界
最
大
で
、
最
速
で
拡
大

が
見
込
め
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
な
り
う
る
と
し
て
い

る
。低

所
得
層
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
、
以
下
の
よ
う
な

特
徴
が
あ
る
。

①
ブ
ラ
ン
ド
・
コ
ン
シ
ャ
ス
で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
ド
に
あ
こ
が
れ
が
あ
る
と
同
時
に
、
価

格
に
見
合
っ
た
価
値
が
あ
る
こ
と
を
見
極
め
な
い

と
消
費
し
な
い
。
大
企
業
・
多
国
籍
企
業
に
と
っ

て
は
、
よ
り
一
層
の
効
率
化
に
よ
っ
て
価
格
引
き

下
げ
が
も
と
め
ら
れ
る
市
場
で
あ
る
。

②
急
速
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
。

テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｃ
の
普
及
に
よ
り
農

村
と
い
え
ど
も
情
報
が
伝
わ
る
の
は
速
い
。
居
住

地
以
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
情
報
伝
達
も
容
易

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
良
い
情
報
も
悪
い

情
報
も
急
速
に
広
範
囲
に
広
が
る
こ
と
が
で
き
る
。

低
所
得
層
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
他
の
市
場
か
ら
遮
断
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

③
最
新
技
術
を
容
易
に
受
け
入
れ
る
。

ワ
イ
ヤ
レ
ス
機
器
の
発
展
や
、
Ｐ
Ｃ
キ
オ
ス
ク
、

デ
ジ
タ
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ス
な
ど
の
試
み
に
よ
り
、

農
村
に
い
な
が
ら
に
し
て
、
海
外
農
産
物
市
場
の

情
報
な
ど
を
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い

る
。
元
々
有
線
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
な
い
人
ほ
ど
、

最
新
の
ワ
イ
ヤ
レ
ス
機
器
の
導
入
や
、
Ｐ
Ｃ
キ
オ

ス
ク
の
設
置
に
簡
単
に
馴
染
ん
で
い
く
こ
と
が
で

き
る
。

④
消
費
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に
合
わ
せ
た
商
品
化
。

小
分
け
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
に
よ
っ
て
、
一
回
に
使

い
切
る
こ
と
の
で
き
る
量
を
、
賄
え
る
範
囲
の
価

格
で
商
品
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
イ
ン
ド

の
シ
ャ
ン
プ
ー
販
売
個
数
の
九
七
％
が
小
分
け
パ

ッ
ケ
ー
ジ
商
品
で
、
販
売
総
量
の
六
七
％
、
売
り

上
げ
総
額
の
六
○
％
に
当
た
る
。

⑤
低
所
得
層
に
自
尊
心
と
選
択
を
与
え
る
。

低
所
得
層
が
生
産
者
の
立
場
に
あ
る
場
合
、
携

帯
電
話
や
ネ
ッ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ま
で
の
よ
う
に
与
え
ら
れ
た
価
格
で
収
穫
物
や

生
産
物
を
売
る
の
で
は
な
く
、
市
場
の
情
報
に
基

づ
い
た
価
格
付
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、

価
格
交
渉
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
イ
ン
ド
の
大

手
総
合
商
社
Ｉ
Ｔ
Ｃ
のe-C

houpal

（
後
述
） 

を
利

用
し
た
農
民
の
場
合
、
交
渉
力
が
つ
き
収
入
も
向

上
し
た
。

経
済
発
展
に
よ
っ
て
中
間
層
が
市
場
と
し
て
成

熟
す
る
の
を
待
つ
と
い
う
姿
勢
で
な
く
、
低
所
得

層
・
貧
困
層
を
生
産
者
・
消
費
者
と
し
て
積
極
的

に
市
場
に
組
み
入
れ
て
い
く
工
夫
や
制
度
が
整
備

さ
れ
れ
ば
、
こ
の
巨
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
ア
ク
テ
ィ

ブ
に
動
き
出
す
で
あ
ろ
う
。
以
下
で
は
、
貧
困
層

を
顧
客
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
、
イ
ン
ド
を
事
例
に

み
て
い
く
。

●
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
Ｍ
Ｆ
）

サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手

一
九
九
○
年
代
以
降
イ
ン
ド
で
は
Ｍ
Ｆ
を
利
用

し
た
貧
困
削
減
の
取
り
組
み
が
進
ん
だ
。
農
村
女

性
を
中
心
に
Ｓ
Ｈ
Ｇ
（Self H

elp G
roup

）
を
作

ら
せ
貯
蓄
活
動
を
続
け
て
信
用
を
得
た
後
、
商
業

銀
行
か
ら
の
融
資
を
得
る
顧
客
へ
と
発
展
す
る
例
、

Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｃ
（N

on-B
anking Finance C

om
pany

）

が
農
村
女
性
に
貸
付
を
行
う
例
な
ど
、
多
様
な
モ

デ
ル
が
共
存
し
て
い
る
。

①
大
手
商
業
銀
行
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
バ
ン
ク
。

イ
ン
ド
で
二
番
目
の
規
模
を
誇
る
民
間
商
業
銀

行
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
バ
ン
ク
は
、
南
イ
ン
ド
で
の
中
小

企
業
金
融
に
強
いB

ank of M
adura

と
合
併
し
た

こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｈ
Ｇ
を
活
用
し
た
低
所
得
層
へ
の

金
融
サ
ー
ビ
ス
に
本
格
的
に
乗
り
出
し
た
。
合
弁

後
の
二
年
間
で
、
Ｓ
Ｈ
Ｇ
数
は
一
二
○
○
か
ら
八

○
○
○
以
上
に
急
拡
大
し
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
が
導
入
し
た
社

会
サ
ー
ビ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
制
度
が
あ
っ
た
。

社
会
サ
ー
ビ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
制
度
と
は
、
Ｓ

Ｈ
Ｇ
の
メ
ン
バ
ー
（
主
に
女
性
）
の
中
で
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
人
材
を
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選
ん
で
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
契
約
し
、
Ｓ
Ｈ
Ｇ

結
成
ご
と
に
金
銭
面
で
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
つ

け
て
、
Ｓ
Ｈ
Ｇ
を
近
隣
農
村
に
広
げ
て
い
く
方
法

で
あ
る
。
六
人
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
管
理
し
、
一

二
○
グ
ル
ー
プ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
す
る
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
な
れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
バ
ン
ク
か

ら
年
四
八
ド
ル
の
報
酬
が
得
ら
れ
る
。
銀
行
側
は
、

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
活
用
に
よ
っ
て
、
銀
行
員
が
直

接
農
村
に
出
向
く
コ
ス
ト
を
抑
え
て
、
Ｓ
Ｈ
Ｇ
を

通
じ
て
顧
客
の
す
そ
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ｈ
Ｇ
を
通
じ
て
銀
行
貸
付
を
受
け
る
メ
ン
バ
ー

は
、
債
務
の
不
履
行
の
少
な
い
優
良
な
借
り
手
と

な
っ
て
い
る
。

②
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｃ
（N

on-B
anking Finance C

om
-

pany

）
の
形
を
と
る
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｘ

南
イ
ン
ド
Ａ
Ｐ
州
ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド
に
拠
点
を

お
い
て
農
村
開
発
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
を
手

が
け
る
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｘ 

（B
hartiya Sam

ruddhi In-

vestm
ents and C

onsulting Services Ltd.

） は
、
も

と
も
とIndian G

ram
een Service

と
い
う
農
村
開

発
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
調
査
・
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
を
手
が
け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
っ
た
。

Ｍ
Ｆ
サ
ー
ビ
ス
を
深
化
さ
せ
、
小
口
貸
付
の
み

な
ら
ず
保
険
事
業
の
展
開
も
視
野
に
入
れ
て
、

B
hartiya Sam

ruddhi F
inance Ltd.

（ Sam
rud-

dhi

）
を
一
九
九
八
年
、
Ｒ
Ｂ
Ｉ
（
イ
ン
ド
中
央

銀
行
）
に
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｃ
と
し
て
登
録
、
さ
ら
に
貯
蓄

受
入
も
行
え
る
よ
う
に
、
Ｒ
Ｂ
Ｉ
か
らLocal 

A
rea B

ank

の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
受
け
てK

rishna 

B
him

a Sam
rudhhi L

ocao A
rea B

ank L
td.

（K
B

SLA
B

）
を
設
立
し
た
。

グ
ル
ー
プ
の
事
業
の
中
心
と
な
っ
て
い
る

Sam
ruddhi

（
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）
は
、
二
一
県
を
エ
リ

ア
に
、
六
万
四
○
○
○
の
低
所
得
層
の
借
り
手
を

顧
客
と
し
て
、
一
件
平
均
八
八
○
○
ル
ピ
ー
（
一

七
六
ド
ル
）
の
貸
付
を
行
っ
て
い
る
。
末
端
で
顧

客
を
回
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
数
は
二
二
五
人
。
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
を
束
ね
る
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
シ
ス

タ
ン
ト
は
一
八
○
人
で
金
融
・
経
済
な
ど
を
学
ん

だ
大
学
卒
業
レ
ベ
ル
の
人
材
が
働
い
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
採
算
を
重
視
し
た
経
営
を
し

て
お
り
、
低
所
得
層
を
ニ
ッ
チ
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
と

ら
え
金
融
事
業
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。

●
貧
困
層
が
構
成
す
る
巨
大
消
費
者
市

場イ
ン
ド
農
村
部
に
は
七
億
四
二
○
○
万
人
（
二

○
○
一
年
セ
ン
サ
ス
デ
ー
タ
）、
す
な
わ
ち
世
界

人
口
の
約
一
二
％
も
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｃ
Ａ
Ｅ
Ｒ
（N

ational C
ouncil of A

pplied E
co-

nom
ic R

esearch

）
に
よ
れ
ば
、
二
○
○
六
年
度

に
は
、
農
村
総
世
帯
（
一
億
三
九
○
○
万
世
帯
＝

八
億
七
○
○
万
人
）
の
う
ち
約
半
数
（
六
八
○
○

万
世
帯
＝
四
億
人
）
が
、
年
間
二
万
二
○
○
○
〜

四
万
五
○
○
○
ル
ピ
ー
（
四
八
九
〜
一
○
○
○
ド

ル
）
の
収
入
を
得
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
一
人

当
た
り
の
消
費
規
模
は
小
さ
く
と
も
、
イ
ン
ド
農

村
部
の
巨
大
な
潜
在
需
要
を
見
込
み
、
将
来
の
市

場
と
し
て
開
拓
す
る
動
き
が
活
発
化
し
て
き
て
い

る
。①

Ｈ
Ｌ
Ｌ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
シ
ャ
ク
テ
ィ

日
用
品
メ
ー
カ
ー
最
大
手
Ｈ
Ｌ
Ｌ
（H

indu-

stan Lever Ltd.

）
は
、
イ
ン
ド
農
村
市
場
に
販
売

網
を
拡
大
す
べ
く
、
二
○
○
○
年
末
に
南
イ
ン
ド

の
Ａ
Ｐ
州
に
お
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
シ
ャ
ク
テ

ィ
（Project Shakti

＝
Ｐ
Ｓ
）
と
名
づ
け
た
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
を
開
始
し
た
。
Ｈ
Ｌ
Ｌ
は
Ｆ
Ｍ
Ｃ
Ｇ

（Fast M
oving C

onsum
er G

oods, 

大
衆
消
費
財
）

の
国
内
シ
ェ
ア
二
割
を
押
え
て
お
り
、
農
村
市
場

の
開
拓
で
も
先
導
役
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
Ｈ
Ｌ
Ｌ
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
を
Ａ
Ｐ
州
で

始
め
た
理
由
は
、
同
州
に
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
（
Ｍ
Ｆ
）
の
基
盤
と
な
る
Ｓ
Ｈ
Ｇ
が
イ
ン
ド

で
最
も
多
く
存
在
し
、
Ｓ
Ｈ
Ｇ
の
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
こ
と
で
効
率
的
に
農
村
深
く
ま
で
販
売
網
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
み
た
か
ら
で
あ
る
。

Ｐ
Ｓ
の
狙
い
は
、
Ｍ
Ｆ
と
事
業
経
営
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｓ
Ｈ
Ｇ
の

女
性
メ
ン
バ
ー
を
Ｈ
Ｌ
Ｌ
製
品
（
石
鹸
、
歯
磨
き

粉
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
洗
剤
、
食
塩
等
）
の
訪
問
販

売
員
と
し
て
育
成
し
、
農
村
末
端
ま
で
販
売
網
を

広
げ
る
こ
と
に
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
Ｓ
Ｈ
Ｇ
の

一
メ
ン
バ
ー
が
Ｍ
Ｆ
に
よ
る
融
資
を
利
用
し
、
Ｈ

Ｌ
Ｌ
製
品
の
代
理
店
兼
小
売
り
に
な
る
と
、
Ｈ
Ｌ

Ｌ
は
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、

き
め
細
や
か
な
販
売
指
導
を
施
す
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
Ｐ
Ｓ
で
成
功
し
た
女
性
の
一
例
を
あ
げ
る

と
、
夫
は
機
織
職
人
で
、
女
性
自
身
は
五
年
前
に

Ｓ
Ｈ
Ｇ
に
参
加
し
た
。
Ｓ
Ｈ
Ｇ
か
ら
一
万
ル
ピ
ー

の
融
資
を
受
け
、
Ｈ
Ｌ
Ｌ
の
販
売
員
に
な
っ
た
。

一
カ
月
の
売
上
は
一
万
〜
二
万
五
○
○
○
ル
ピ
ー

で
、
収
益
は
七
五
○
〜
二
○
○
○
ル
ピ
ー
、
コ
ミ
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ッ
シ
ョ
ン
は
約
八
％
と
な
っ
て
い
る
。
最
近
は
取

り
扱
い
品
目
を
増
や
し
、
主
食
と
な
る
米
や
小
麦
、

砂
糖
、
食
用
油
等
、
日
用
雑
貨
も
販
売
し
て
い
る
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
は
順
調
に
進
み
、
二
○
○
三

年
時
点
で
約
一
○
○
○
人
の
女
性
が
販
売
員
と
な

り
、
Ａ
Ｐ
州
な
ど
四
州
の
五
○
○
○
を
越
え
る
村

落
で
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
Ｈ
Ｌ
Ｌ
の
直
接
販
売

網
は
、
全
イ
ン
ド
六
三
万
八
○
○
○
の
村
落
の
う

ち
、
約
五
万
の
村
々
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
Ｈ
Ｌ

Ｌ
は
Ｐ
Ｓ
を
推
し
進
め
、
二
○
一
○
年
ま
で
に
一

万
一
○
○
○
人
の
販
売
員
を
育
成
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
一
○
万
の
村
落
を
カ
バ
ー
し
、
一
億
人
の

農
村
部
潜
在
需
要
を
掘
り
起
こ
す
計
画
で
あ
る
。

Ｐ
Ｓ
の
成
果
は
徐
々
に
上
が
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｐ

州
で
実
験
を
始
め
て
以
来
、
Ｈ
Ｌ
Ｌ
製
品
の
同
州

農
村
部
で
の
売
上
は
一
五
％
伸
び
た
。
Ｈ
Ｌ
Ｌ
の

場
合
、
石
鹸
、
洗
剤
等
の
日
用
品
で
は
そ
の
五
割

以
上
が
農
村
部
で
消
費
さ
れ
て
お
り
、
長
期
的
視

野
に
立
ち
、
こ
れ
ま
で
販
売
網
が
届
か
な
か
っ
た

人
口
二
○
○
○
人
未
満
の
小
村
落
に
も
商
品
を
浸

透
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
将
来
は
農
村
か

ら
の
原
材
料
調
達
の
ル
ー
ト
と
し
て
も
Ｐ
Ｓ
に
期

待
し
て
い
る
。

Ｈ
Ｌ
Ｌ
の
試
み
に
刺
激
さ
れ
、
他
社
も
同
様
に

Ｓ
Ｈ
Ｇ
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
模
索
し
始
め
て

い
る
。
例
え
ば
、TTK

 Prestige

社
のProject 

M
ahila Prestige

で
は
、
や
は
り
Ａ
Ｐ
州
で
Ｓ
Ｈ

Ｇ
を
通
じ
て
圧
力
鍋
の
販
売
に
努
め
て
い
る
。
Ｈ

Ｌ
Ｌ
の
販
売
ル
ー
ト
に
他
社
製
品
を
乗
せ
る
動
き

も
あ
る
。N

ippo

の
乾
電
池
、
Ｔ
Ｖ
Ｓ
社
の
モ
ペ

ッ
ド
、Philips

の
電
球
等
で
あ
る
。

②
Ｉ
Ｔ
Ｃ
のe-C

houpal

Ｉ
Ｔ
Ｃ
（ITC

 Ltd.

）
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技

術
を
使
っ
た
農
村
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｉ
Ｔ
Ｃ
は
、
タ
バ
コ
産
業
、
ホ
テ
ル
経
営
、
農
産

物
輸
出
等
多
分
野
で
事
業
展
開
し
て
き
た
企
業
で
、

農
産
物
輸
出
で
は
最
大
手
の
一
つ
で
あ
る
。
二
○

○
○
年
六
月
、
同
社
はe-C

houpal 

（C
houpal

は
、

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
で
農
村
内
の
寄
り
合
い
所
の
意
）

と
名
づ
け
た
新
事
業
を
開
始
し
た
。
こ
の
試
み
で

は
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
農
村
か

ら
農
産
物
を
買
い
付
け
る
一
方
、
農
民
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
様
々
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
（
農
業

技
術
、
天
気
、
市
場
価
格
な
ど
の
情
報
）
や
商
品

を
入
手
す
る
。e-C

houpal

の
お
陰
で
農
民
は
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
仲
買
人
に
搾
取
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
収
益
を
上
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
い

う
。

e-C
houpal

に
は
現
在
一
○
○
万
を
超
え
る
農

民
が
参
加
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
は
五
州
一
万
八
○

○
○
の
村
々
か
ら
三
○
○
○
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

キ
オ
ス
ク
を
通
じ
、
大
豆
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
、
小
麦
、

米
、
豆
類
、
エ
ビ
等
を
買
い
付
け
て
い
る
。
同
社

は
数
年
以
内
に
、e-C

houpal

を
一
五
の
州
に
拡

大
す
る
計
画
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
は

e-C
houpal

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
、
手
数
料

（
三
○
〜
四
○
％
）
を
受
け
取
り
な
が
ら
、
六
○

社
に
の
ぼ
る
会
社
の
製
品
（
肥
料
等
農
業
関
連
品
、

自
転
車
、
自
動
二
輪
車
、
保
険
等
）
を
販
売
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
も
検
討
中
で
あ
る
。

●
む
す
び

農
村
貧
困
層
を
対
象
に
し
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
網

が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
さ
ら
に
農
村
深
部
に
ま
で
多

様
な
商
品
が
浸
透
す
る
に
つ
れ
、
こ
れ
ま
で
企
業

に
よ
っ
て
顧
客
と
し
て
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
人
々

の
間
で
も
消
費
の
多
様
化
・
活
発
化
が
進
ん
で
い

く
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
ド
の
農
村
で
は
、
殺
菌
効
果

の
あ
る
ニ
ー
ム
の
木
の
枝
で
歯
を
磨
い
て
い
る
姿

を
よ
く
見
か
け
た
が
、「
消
費
者
市
場
の
拡
大
」

と
と
も
に
ニ
ー
ム
の
枝
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
歯

ブ
ラ
シ
と
練
り
歯
磨
き
粉
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
生
活
様
式
の
変
化
自
体

が
貧
困
削
減
と
言
え
る
か
ど
う
か
は
ま
た
別
と
し

て
、
ニ
ー
ム
の
枝
か
歯
ブ
ラ
シ
か
を
選
択
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
自
体
が
、
生
活
の
質
の
向
上

と
呼
べ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
な 

か
む
ら　

ま
り
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
新

領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

《
参
考
文
献
》

①B
A

SIX
 w

eb site （http://w
w

w
.basixindia.com

/

）

②H
industan Lever Ltd. Project Shakti W

eb site

（http://w
w

w
.hllshakti.com

/sbcm
s/

）

③

IC
IC

I B
ank M

icrofinance W
eb site

（http://

w
w

w
.icicisocialinitiatives.org/

）

④Prahalad,C
.K

., The Fortu
n

e at the B
ottom

 of 

the Pyram
id: E

radicatin
g Poverty throu

gh 

Profits, N
ew

 Jersey: W
harton School Publish-

ing, 2005. 

アジ研ワールド・トレンド No.117（2005．６）─1819─アジ研ワールド・トレンド No.117（2005．６）


